
10

20

JP 2024-29411 A 2024.3.6

(19)日本国特許庁(JP) (12)公開特許公報(A) (11)公開番号　　
特開2024-29411
(P2024-29411A)

(43)公開日　令和6年3月6日(2024.3.6)

(54)【発明の名称】　オープンシールド機を用いた地下構造物の施工法

(51)国際特許分類
　   Ｅ２１Ｄ 9/06 (2006.01)

ＦＩ
　Ｅ２１Ｄ 9/06 ３３１ 　　　

(21)出願番号　 特願2022-131645(P2022-131645)
(22)出願日　 令和4年8月22日(2022.8.22)

(71)出願人　 000189903
植村  誠
東京都国分寺市富士本１丁目２７番地１ 
４

(71)出願人　 501200491
植村  賢治郎
東京都国分寺市日吉町２－３０－１３

(74)代理人　 100078695
弁理士　久保  司

(74)代理人　 100186864
弁理士　尾関  眞里子

(72)発明者　 植村  誠
東京都国分寺市富士本１丁目２７番地１ 
４

(72)発明者　 植村  賢治郎
最終頁に続く

テーマコード（参考）
　２Ｄ０５４

(57)【要約】
【課題】低空頭部への構造物の築造が可能であり、場所 
打コンクリートにてコンクリート函体を製作するので構 
造物の形状が自由であり、また、コンクリート函体を工 
場製作するのではないのでコンクリート函体の搬入作業 
がなく、クレーン等の重機も不要であるオープンシール 
ド機を用いた地下構造物の施工法を提供する。
【解決手段】自走式のオープンシールド機１を使用して 
、第１工程としてこのオープンシールド機を使用して地 
山を掘削、掘進させ、第２工程としてオープンシールド 
機１のテール部１ｆ内に土留Ｈ鋼１７、横矢板２０を立 
込み込んで土留支保工１６を組立て、以後、前記第１工 
程と第２工程の作業を繰り返し、掘進終了後、土留支保 
工１６内の空間部に型枠を組み、場所打ちコンクリート 
でコンクリート函体を構築する。
【選択図】図１

審査請求　有　請求項の数　5　　ＯＬ　（全11頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 使 用 す る オ ー プ ン シ ー ル ド 機 は 、 機 体 を フ ロ ン ト 部 、 ジ ャ ッ キ 部 、 テ ー ル 部 と な る 第 １  
、 第 ２ 、 第 ３ の 分 割 体 ブ ロ ッ ク と し 、 フ ロ ン ト 部 と ジ ャ ッ キ 部 と を 第 １ の 推 進 ・ 牽 引 ジ ャ  
ッ キ で 連 結 し 、 ジ ャ ッ キ 部 と テ ー ル 部 と を 第 ２ の 推 進 ・ 牽 引 ジ ャ ッ キ で 連 結 し 、 フ ロ ン ト  
部 は 、 ジ ャ ッ キ 部 と テ ー ル 部 の 自 重 と 土 圧 に よ る 摩 擦 抵 抗 を 反 力 に し て 前 進 さ せ 、 ジ ャ ッ  
キ 部 は 、 前 記 第 １ の 推 進 ・ 牽 引 ジ ャ ッ キ と 第 ２ の 推 進 ・ 牽 引 ジ ャ ッ キ で フ ロ ン ト 部 と テ ー  
ル 部 に 反 力 を と っ て 伸 長 す る こ と で 前 進 さ せ 、 テ ー ル 部 は 、 第 ２ の 推 進 ・ 牽 引 ジ ャ ッ キ を  
作 動 し て フ ロ ン ト 部 と ジ ャ ッ キ 部 の 分 割 体 ブ ロ ッ ク を 反 力 と し て 第 ２ の 推 進 ・ 牽 引 ジ ャ ッ  
キ で 前 方 に 牽 引 し て 前 進 さ せ る も の で あ り 、
　 第 １ 工 程 と し て こ の オ ー プ ン シ ー ル ド 機 を 使 用 し て 地 山 を 掘 削 、 掘 進 さ せ 、
　 第 ２ 工 程 と し て オ ー プ ン シ ー ル ド 機 の テ ー ル 部 内 に 土 留 Ｈ 鋼 、 横 矢 板 を 立 込 ん で 土 留 支  
保 工 を 組 立 て 、
　 以 後 、 前 記 第 １ 工 程 と 第 ２ 工 程 の 作 業 を 繰 り 返 し 、
　 掘 進 終 了 後 、 土 留 支 保 工 内 の 空 間 部 に 型 枠 を 組 み 、 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト で コ ン ク リ ー  
ト 函 体 を 構 築 す る こ と を 特 徴 と し た オ ー プ ン シ ー ル ド 機 を 用 い た 地 下 構 造 物 の 施 工 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 第 １ 工 程 と し て こ の オ ー プ ン シ ー ル ド 機 を 使 用 し て 地 山 を 掘 削 、 掘 進 さ せ る 場 合 に 、 掘  
削 土 砂 は ト ロ バ ケ ッ ト で 後 方 に 搬 出 す る 請 求 項 １ 記 載 の オ ー プ ン シ ー ル ド 機 を 用 い た 地 下  
構 造 物 の 施 工 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 土 留 支 保 工 内 の 空 間 部 に 組 む 型 枠 は 、 コ ン ク リ ー ト 函 体 を 構 築 と と も に 埋 め 殺 す 捨 て 型  
枠 で あ る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の オ ー プ ン シ ー ル ド 機 を 用 い た 地 下 構 造 物 の 施 工 法  
。
【 請 求 項 ４ 】
　 土 留 支 保 工 は 土 留 Ｈ 鋼 を 矩 形 に 枠 組 み 、 こ の 矩 形 枠 組 を 間 隔 を 存 し て 並 列 さ せ 、 継 ボ ル  
ト を 有 す る 鋼 管 内 ば り で 連 結 し 、 ま た 、 矩 形 枠 組 間 に 横 矢 板 を 配 設 し た 請 求 項 １ 記 載 の オ  
ー プ ン シ ー ル ド 機 を 用 い た 地 下 構 造 物 の 施 工 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 土 留 支 保 工 組 立 後 、 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 の テ ー ル 部 内 に 砕 石 を 敷 設 し 、 そ の 上 に ベ ー ス  
コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 、 土 留 支 保 工 底 部 を 固 定 し た コ ン ク リ ー ト 函 体 用 基 礎 部 を 構 築 す  
る 請 求 項 ４ 記 載 の オ ー プ ン シ ー ル ド 機 を 用 い た 地 下 構 造 物 の 施 工 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 を 用 い た 地 下 構 造 物 の 施 工 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 は 、 開 削 工 法 （ オ ー プ ン 工 法 ） と シ ー ル ド 工 法 の 長 所 を 生 か し た  
工 法 で 、 オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 で 使 用 す る オ ー プ ン シ ー ル ド 機 に つ い て 説 明 す る と 、 下 記  
特 許 文 献 に も 示 す が 、 基 本 的 に は 左 右 の 側 壁 板 と こ れ ら 側 壁 板 と 同 程 度 の 長 さ で そ の 間 を  
連 結 す る 底 板 と か ら な る 、 前 面 、 後 面 及 び 上 面 を 開 口 し た シ ー ル ド 機 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ２ ０ － ２ ０ ０ ７ ３ ５ 号
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ８ 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 機 体 を 前 後 方 向 で 複 数 に 分 割 し 、 フ ロ ン ト 部 ２ と し て の 前 方  
の 機 体 の 後 端 に テ ー ル 部 ５ と し て の 後 方 の 機 体 の 前 端 が 嵌 入 し て 、 相 互 の 嵌 合 部 で 屈 曲 可  
能 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 フ ロ ン ト 部 ２ は 主 と し て 掘 削 を 行 う も の で 、 前 端 と 上 面 を 開 放 面 と し て あ り 、 機 体 内 で  
後 部 に 後 方 へ 向 け て 中 折 ジ ャ ッ キ を 左 右 に よ せ 、 か つ 上 下 複 数 段 に 配 設 す る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ に 対 し て テ ー ル 部 ５ は コ ン ク リ ー ト 函 体 ４ の 設 置 を 行 う も の で 、 機 体 内 で 前 部 に 後  
方 へ 向 け て 推 進 ジ ャ ッ キ （ シ ー ル ド ジ ャ ッ キ ） ３ を 左 右 に よ せ 、 か つ 上 下 複 数 段 に 配 設 し  
た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 中 ９ は 、 フ ロ ン ト 部 ２ の 前 端 に 設 け た 可 動 分 割 刃 口 と し て 掘 削 時 に 側 部 の 地 山 崩 壊 を  
防 止 す る 為 の も の で 、 シ ー ル ド 機 先 端 か ら 前 方 へ 伸 長 さ せ る ス ラ イ ド 土 留 板 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 中 １ ０ は こ の ス ラ イ ド 土 留 板 ９ を 動 か す ス ラ イ ド ジ ャ ッ キ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 可 動 分 割 刃 口 と し て の ス ラ イ ド 土 留 板 ９ は 、 先 端 の 刃 口 を 上 下 の 水 平 方 向 に 複 数 に  
分 割 し 、 前 記 ス ラ イ ド ジ ャ ッ キ １ ０ で 左 右 の 側 壁 板 か ら 前 方 に 突 出 す る ス ラ イ ド ボ ッ ク ス  
に よ る も の で 、 引 き 戸 形 式 で オ ー プ ン シ ー ル ド 機 の 側 壁 板 の 先 端 部 を 戸 袋 と し て の ボ ッ ク  
ス 収 納 部 に 形 成 し て こ れ に 出 し 入 れ 自 在 に 収 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 フ ロ ン ト 部 ２ と テ ー ル 部 ５ と の 結 合 に よ る 中 折 れ 部 は 、 方 向 ・ 勾 配 修 正 、 曲 線 施 工  
時 に 使 用 す る 。 中 折 れ 部 に 配 設 し た 中 折 ジ ャ ッ キ に よ り オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ の フ ロ ン ト  
部 ２ と テ ー ル 部 ５ を 曲 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 隔 壁 は 、 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ 前 面 の 掘 削 部 と 油 圧 機 器 収 納 部 を 仕 切 る 為 の も の で  
、 掘 削 土 砂 を 押 し て 圧 密 し 、 地 下 水 の 高 い 場 所 や 軟 弱 土 の 施 工 の 際 に 役 立 つ 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う な オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ を 用 い て 行 う オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 の 概 要 を 図 １ ０ で  
説 明 す る と 、 発 進 坑 ７ 内 に オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ を 設 置 し て 、 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ の 推  
進 ジ ャ ッ キ ３ を 伸 長 し て 発 進 坑 内 の 反 力 壁 ８ に 反 力 を と っ て オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ を 前 進  
さ せ 、 地 中 構 造 物 を 形 成 す る 第 １ 番 目 の コ ン ク リ ー ト 函 体 ４ を 上 方 か ら 吊 り 降 し 、 オ ー プ  
ン シ ー ル ド 機 １ の テ ー ル 部 ５ で 形 成 さ れ る テ ー ル 部 内 で 縮 め た 推 進 ジ ャ ッ キ ３ の 後 方 に セ  
ッ ト す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 発 進 坑 ７ は 土 留 壁 で 構 成 し 、 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ を 発 進 さ せ る に は こ の 土 留 壁 の 発 進  
方 向 前 方 の 土 留 矢 板 を 撤 去 し て 鏡 切 り す る が 、 必 要 に 応 じ て 薬 液 注 入 等 で 発 進 坑 ７ の 前 方  
部 分 に 地 盤 改 良 を 施 し て お く こ と も あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 い で 、 シ ョ ベ ル 等 の 掘 削 機 ６ で オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ の 前 面 又 は 上 面 か ら 土 砂 を 掘 削  
し 、 か つ 排 土 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 コ ン ク リ ー ト 函 体 ４ の 据 付 は 、 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ の テ ー ル 部 内 に コ ン ク リ ー ト  
函 体 ４ を 敷 設 す る も の で 、 通 常 、 ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン ま た は ク ロ ー ラ ク レ ー ン 等 の 揚 重  
機 １ ４ を 使 用 す る こ と が 多 く 、 テ ー ル 部 内 底 部 で 計 画 高 を 測 定 し 、 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク  
等 で の 高 さ 調 整 材 を 設 置 し （ ４ 箇 所 ） 、 そ の 上 に コ ン ク リ ー ト 函 体 ４ を 設 置 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 テ ー ル 部 内 に コ ン ク リ ー ト 函 体 ４ を 設 置 し た 後 、 コ ン ク リ ー ト 函 体 ４ に 予 め 設 置 さ れ て  
あ る グ ラ ウ ト ホ ー ル か ら コ ン ク リ ー ト 函 体 ４ の 内 部 よ り テ ー ル 部 の 内 面 と コ ン ク リ ー ト 函  
体 ４ の 外 面 と の 空 隙 に 可 塑 状 の 裏 込 注 入 材 １ ５ を 一 次 注 入 充 填 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 敷 設 し た コ ン ク リ ー ト 函 体 ４ を 反 力 に オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ を 推 進 さ せ る に は 、 シ ー ル  
ド 機 内 部 に 配 設 し た 推 進 ジ ャ ッ キ ３ に よ り 行 う 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ の 推 進 に 伴 っ て 地 中 に 発 生 す る テ ー ル ボ イ ド （ テ ー ル 部 底 板 及 び  
側 板 の 厚 み 分 ） へ 、 コ ン ク リ ー ト 函 体 ４ の グ ラ ウ ト ホ ー ル か ら 可 塑 状 の 裏 込 注 入 材 １ ５ を  
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二 次 注 入 と し て 注 入 充 填 す る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 の よ う に オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 は 基 本 的 に は コ ン ク リ ー ト 函 体 ４ を オ ー プ ン シ ー ル  
ド 機 １ の 前 進 に 伴 い 縦 列 に 地 中 に 残 置 し 、 こ の よ う に 地 中 に 残 置 し た コ ン ク リ ー ト 函 体 ４  
に 反 力 を と っ て 前 進 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 し か し 、 橋 脚 下 な ど 低 空 頭 部 を 横 断 す る 施 工 で コ ン ク リ ー ト 函 体 ４ の 吊 下 し 設 置 が 困 難  
な 場 合 で は 反 力 を 取 る コ ン ク リ ー ト 函 体 ４ が な い の で オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 を 利 用 す る こ  
と が で き な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 前 記 従 来 例 の 不 都 合 を 解 消 し 、 低 空 頭 部 へ の 構 造 物 の 築 造 が 可 能 で あ り  
、 場 所 打 コ ン ク リ ー ト に て コ ン ク リ ー ト 函 体 を 製 作 す る の で 構 造 物 の 形 状 が 自 由 で あ り 、  
ま た 、 コ ン ク リ ー ト 函 体 を 工 場 製 作 す る の で は な い の で 、 コ ン ク リ ー ト 函 体 の 搬 入 が な く  
、 ク レ ー ン 等 の 重 機 も 不 要 で あ る オ ー プ ン シ ー ル ド 機 を 用 い た 地 下 構 造 物 の 施 工 法 を 提 供  
す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め 本 発 明 は 第 １ に 、 使 用 す る オ ー プ ン シ ー ル ド 機 は 、 機 体 を フ ロ  
ン ト 部 、 ジ ャ ッ キ 部 、 テ ー ル 部 と な る 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の 分 割 体 ブ ロ ッ ク と し 、 フ ロ ン ト  
部 と ジ ャ ッ キ 部 と を 第 １ の 推 進 ・ 牽 引 ジ ャ ッ キ で 連 結 し 、 ジ ャ ッ キ 部 と テ ー ル 部 と を 第 ２  
の 推 進 ・ 牽 引 ジ ャ ッ キ で 連 結 し 、 フ ロ ン ト 部 は 、 ジ ャ ッ キ 部 と テ ー ル 部 の 自 重 と 土 圧 に よ  
る 摩 擦 抵 抗 を 反 力 に し て 前 進 さ せ 、 ジ ャ ッ キ 部 は 、 前 記 第 １ の 推 進 ・ 牽 引 ジ ャ ッ キ と 第 ２  
の 推 進 ・ 牽 引 ジ ャ ッ キ で フ ロ ン ト 部 と テ ー ル 部 に 反 力 を と っ て 伸 長 す る こ と で 前 進 さ せ 、  
テ ー ル 部 は 、 第 ２ の 推 進 ・ 牽 引 ジ ャ ッ キ を 作 動 し て フ ロ ン ト 部 と ジ ャ ッ キ 部 の 分 割 体 ブ ロ  
ッ ク を 反 力 と し て 第 ２ の 推 進 ・ 牽 引 ジ ャ ッ キ で 前 方 に 牽 引 し て 前 進 さ せ る も の で あ り 、 第  
１ 工 程 と し て こ の オ ー プ ン シ ー ル ド 機 を 使 用 し て 地 山 を 掘 削 、 掘 進 さ せ 、 第 ２ 工 程 と し て  
オ ー プ ン シ ー ル ド 機 の テ ー ル 部 内 に 土 留 Ｈ 鋼 、 横 矢 板 を 立 込 み 込 ん で 土 留 支 保 工 を 組 立 て  
、 以 後 、 前 記 第 １ 工 程 と 第 ２ 工 程 の 作 業 を 繰 り 返 し 、 掘 進 終 了 後 、 土 留 支 保 工 内 の 空 間 部  
に 型 枠 を 組 み 、 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト で コ ン ク リ ー ト 函 体 を 構 築 す る こ と を 要 旨 と す る も  
の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 ２ に 、 第 １ 工 程 と し て こ の オ ー プ ン シ ー ル ド 機 を 使 用 し て 地 山 を 掘 削 、 掘 進 さ せ る 場  
合 に 、 掘 削 土 砂 は ト ロ バ ケ ッ ト で 後 方 に 搬 出 す る こ と 、 第 ３ に 、 土 留 支 保 工 内 の 空 間 部 に  
組 む 型 枠 は 、 コ ン ク リ ー ト 函 体 を 構 築 と と も に 埋 め 殺 す 捨 て 型 枠 で あ る こ と 、 第 ４ に 、 土  
留 支 保 工 は 土 留 Ｈ 鋼 を 矩 形 に 枠 組 み 、 こ の 矩 形 枠 組 を 間 隔 を 存 し て 並 列 さ せ 、 継 ボ ル ト を  
有 す る 鋼 管 内 ば り で 連 結 し 、 ま た 、 矩 形 枠 組 間 に 横 矢 板 を 配 設 し た こ と 、 第 ５ に 、 土 留 支  
保 工 組 立 後 、 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 の テ ー ル 部 内 に 砕 石 を 敷 設 し 、 そ の 上 に ベ ー ス コ ン ク リ  
ー ト を 打 設 し て 、 土 留 支 保 工 底 部 を 固 定 し た コ ン ク リ ー ト 函 体 用 基 礎 部 を 構 築 す る こ と を  
要 旨 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 使 用 す る オ ー プ ン シ ー ル ド 機 は 前 進 に コ ン ク リ ー ト 函  
体 か ら の 推 進 反 力 を 必 要 と し な い 自 走 式 の も の で あ り 、 そ の 中 で 土 留 支 保 工 を 組 み 、 オ ー  
プ ン シ ー ル ド 機 が 前 進 し た 後 で も 土 留 支 保 工 内 の 空 間 部 に 型 枠 を 組 み 、 場 所 打 ち コ ン ク リ  
ー ト で コ ン ク リ ー ト 函 体 を 構 築 す る こ と が で き る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 コ ン ク リ ー ト 函 体 を オ ー プ ン シ ー ル ド 機 に 下 す 必 要 が な い の で 、 ク レ ー ン 等 の 重 機 が 不  
要 と な る 。 ま た 、 土 留 支 保 工 は オ ー プ ン シ ー ル ド 機 内 で 組 立 て る こ と が で き る 簡 易 な も の  
で 済 む 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 掘 進 の た め の 切 羽 の 掘 削 は シ ョ ベ  
ル 等 の 小 型 の 重 機 を 使 用 し て 行 う こ と が で き 、 掘 削 土 砂 は ト ロ バ ケ ッ ト で 後 方 に 搬 出 す る  
こ と で ダ ン プ ト ラ ッ ク そ の 他 の 搬 送 車 輛 も 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 土 留 支 保 工 内 の 空 間 部 に 組 む 型 枠 は 、 コ ン ク リ ー ト 函  
体 を 構 築 の 捨 て 型 枠 で あ る の で 、 地 中 に お け る 型 枠 の 解 体 作 業 が 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 土 留 支 保 工 は 土 留 Ｈ 鋼 を 矩 形 に 枠 組 み 、 こ の 矩 形 枠 組  
を 間 隔 を 存 し て 並 列 さ せ 、 継 ボ ル ト を 有 す る 鋼 管 内 ば り で 連 結 し 、 ま た 、 矩 形 枠 組 間 に 横  
矢 板 を 配 設 し た も の で 、 地 中 に 杭 を 打 ち 込 む こ と も な く 、 簡 単 に 組 み 立 て 及 び 解 体 す る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 土 留 支 保 工 は そ の 底 部 を コ ン ク リ ー ト 函 体 用 基 礎 部 に  
固 定 さ れ る の で 、 自 立 し て 安 定 し た も の と す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 述 べ た よ う に 本 発 明 の オ ー プ ン シ ー ル ド 機 を 用 い た 地 下 構 造 物 の 施 工 法 は 、 低 空 頭  
部 へ の 構 造 物 の 築 造 が 可 能 で あ り 、 場 所 打 コ ン ク リ ー ト に て コ ン ク リ ー ト 函 体 を 製 作 す る  
の で 構 造 物 の 形 状 が 自 由 で あ り 、 ま た 、 コ ン ク リ ー ト 函 体 を 工 場 製 作 す る の で は な い の で  
コ ン ク リ ー ト 函 体 の 搬 入 作 業 が な く 、 ク レ ー ン 等 の 重 機 も 不 要 な も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の オ ー プ ン シ ー ル ド 機 を 用 い た 地 下 構 造 物 の 施 工 法 の １ 実 施 形 態 を 示 す 縦  
断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の オ ー プ ン シ ー ル ド 機 を 用 い た 地 下 構 造 物 の 施 工 法 の １ 実 施 形 態 を 示 す 縦  
断 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の オ ー プ ン シ ー ル ド 機 を 用 い た 地 下 構 造 物 の 施 工 法 の １ 実 施 形 態 を 示 す 平  
面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 土 留 支 保 工 の 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 土 留 支 保 工 の 部 分 縦 断 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 で 使 用 す る オ ー プ ン シ ー ル ド 機 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 で 使 用 す る オ ー プ ン シ ー ル ド 機 の 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 一 般 的 な オ ー プ ン シ ー ル ド 機 の 概 要 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 一 般 的 な オ ー プ ン シ ー ル ド 機 の 概 要 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 の 概 要 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 下 、 図 面 に つ い て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 本 発 明 の オ  
ー プ ン シ ー ル ド 機 を 用 い た 地 下 構 造 物 の 施 工 法 の １ 実 施 形 態 を 示 す 縦 断 側 面 図 、 図 ２ は 同  
上 縦 断 正 面 図 、 図 ３ は 同 上 平 面 図 で 、 図 中 １ は オ ー プ ン シ ー ル ド 機 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 先 に オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ に つ い て 説 明 す る と 、 機 体 を 前 後 方 向 に 複 数 に 分 割 す る も の  
で あ り 、 刃 口 １ １ を 先 端 に 有 す る フ ロ ン ト 部 １ ｄ 、 ミ ド ル 部 １ ｅ 、 テ ー ル 部 １ ｆ の ３ つ の  
分 割 体 ブ ロ ッ ク に 分 割 し た 。 な お 、 各 ブ ロ ッ ク は 側 壁 板 同 士 を 梁 部 材 で 連 結 し た も の で あ  
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 １ の 分 割 体 ブ ロ ッ ク で あ る フ ロ ン ト 部 １ ｄ と 第 ２ の 分 割 体 ブ ロ ッ ク で あ る ミ ド ル 部 １  
ｅ と の 間 に 第 １ の 推 進 ・ 牽 引 ジ ャ ッ キ １ ２ を 、 ミ ド ル 部 １ ｅ と 第 ３ の 分 割 体 ブ ロ ッ ク で あ  
る テ ー ル 部 １ ｆ と の 間 に 第 ２ の 推 進 ・ 牽 引 ジ ャ ッ キ １ ３ を そ れ ぞ れ 配 設 し た 。 こ れ ら の 推  
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進 ・ 牽 引 ジ ャ ッ キ １ ２ 、 １ ３ に は 端 部 を 回 動 自 在 に 軸 着 す る ピ ン ジ ャ ッ キ を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 一 例 と し て テ ー ル 部 １ ｆ は 底 板 な し （ 梁 部 材 の み で 左 右 の 側 壁 板 を 連 結 ） 、 フ ロ ン ト 部  
１ ｄ と ミ ド ル 部 １ ｅ は 底 板 が あ る も の と す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 こ の よ う な オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ を 使 用 す る 本 発 明 の 地 下 構 造 物 の 施 工 法 に つ い  
て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 中 ２ ８ は 発 進 部 で 、 こ れ は 発 進 坑 と し て 土 留 壁 で 構 成 し 、 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ を 発  
進 さ せ る に は こ の 土 留 壁 を 一 部 鏡 切 り す る が 、 必 要 に 応 じ て 薬 液 注 入 等 で 発 進 坑 の 前 方 部  
分 に 地 盤 改 良 を 施 し て お く こ と も あ る 。 図 中 ２ ９ は 到 達 部 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 発 進 部 ２ ８ か ら の オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ の 発 進 は 、 反 力 鋼 材 な ど の よ る 反 力 壁 を 設 置 し  
、 適 宜 、 ス ト ラ ッ ト を 介 在 さ せ て 、 推 進 ・ 牽 引 ジ ャ ッ キ １ ２ 、 １ ３ で 推 進 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 １ 工 程 と し て こ の オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ を 使 用 し て 地 山 を 掘 削 、 掘 進 さ せ る 。
掘 削 は バ ッ ク ホ ウ 等 の 掘 削 機 ６ を 使 用 し て フ ロ ン ト 部 １ ｄ の 前 方 切 羽 で 行 う 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ の 推 進 原 理 は 下 記 の 通 り で あ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】
　 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ の 前 進 方 法 は 、 ま ず フ ロ ン ト 部 １ ｄ の 推 進 と し て 、 ミ ド ル 部 １ ｅ  
と テ ー ル 部 １ ｆ の 土 圧 と 自 重 を 反 力 に 、 推 進 ・ 牽 引 ジ ャ ッ キ １ ２ を 伸 縮 （ 伸 長 ） さ せ る こ  
と に よ り フ ロ ン ト 部 １ ｄ を 推 進 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 ミ ド ル 部 １ ｅ の 推 進 と し て 、 フ ロ ン ト 部 １ ｄ と テ ー ル 部 １ ｆ の 土 圧 と 自 重 を 反 力  
に 、 推 進 ・ 牽 引 ジ ャ ッ キ １ ２ 、 推 進 ・ 牽 引 ジ ャ ッ キ １ ３ を 伸 縮 （ 推 進 ・ 牽 引 ジ ャ ッ キ １ ２  
は 縮 小 、 推 進 ・ 牽 引 ジ ャ ッ キ １ ３ は 伸 長 ） さ せ る こ と に よ り ミ ド ル 部 １ ｅ を 推 進 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 最 後 に テ ー ル 部 １ ｆ の 推 進 と し て 、 フ ロ ン ト 部 １ ｄ と ミ ド ル 部 １ ｅ の 土 圧 と 自 重 を 反 力  
に 、 推 進 ・ 牽 引 ジ ャ ッ キ １ ３ を 伸 縮 （ 縮 小 ） さ せ る こ と に よ り テ ー ル 部 １ ｆ を 推 進 さ せ る  
。 前 記 工 程 を 繰 り 返 し て オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ を 掘 進 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 バ ッ ク ホ ウ 等 の 掘 削 機 ６ で 地 山 を 掘 削 し た 土 砂 は ベ ル ト コ ン ベ ア ２ １ で ト ロ バ ケ ッ ト ２  
２ に 積 込 み 、 後 方 に 搬 出 す る 。 図 中 ２ ２ ａ は ト ロ 台 車 レ ー ル で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 ト ロ 台 車 レ ー ル ２ ２ ａ は 後 述 の 土 留 支 保 工 １ ６ 内 を 通 過 し 、 発 進 部 ２ ８ に 至 り 、  
ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン ３ ０ で 掘 削 土 砂 を 吊 り 上 げ 、 ダ ン プ ト ラ ッ ク ３ １ で 運 搬 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 前 記 第 １ 工 程 の 後 、 第 ２ 工 程 と し て オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ の テ ー ル 部 １ ｆ 内 に 土 留 Ｈ 鋼  
１ ７ 、 横 矢 板 ２ ０ を 立 込 ん で 土 留 支 保 工 １ ６ を 組 立 て る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 土 留 支 保 工 １ ６ は 土 留 Ｈ 鋼 １ ７ を 矩 形 に 枠 組 み 、 こ の 矩 形 枠 組 を 間 隔 を 存 し て 並 列 さ せ  
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、 継 ボ ル ト １ ８ を 有 す る 鋼 管 内 ば り １ ９ で 連 結 し 、 ま た 、 矩 形 枠 組 間 に 横 矢 板 ２ ０ を 配 設  
し た 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 土 留 支 保 工 １ ６ の 組 立 後 、 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ の テ ー ル 部 １ ｆ 内 に 砕 石 ２ ３ を  
敷 設 し 、 そ の 上 に ベ ー ス コ ン ク リ ー ト ２ ４ を 打 設 し て 、 土 留 支 保 工 １ ６ の 底 部 を 固 定 し た  
コ ン ク リ ー ト 函 体 用 基 礎 部 ２ ５ を 構 築 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 以 後 、 前 記 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ を 使 用 し て 地 山 を 掘 削 、 掘 進 さ せ る 第 １ 工 程 と オ ー プ  
ン シ ー ル ド 機 １ の テ ー ル 部 １ ｆ 内 に 土 留 Ｈ 鋼 １ ７ 、 横 矢 板 ２ ０ を 立 込 ん で 土 留 支 保 工 １ ６  
を 組 立 て る 第 ２ 工 程 の 作 業 を 繰 り 返 し 、 連 続 す る 土 留 支 保 工 １ ６ を 構 築 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ が 掘 進 し て 土 留 支 保 工 １ ６ が オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ か ら 出 た な ら  
ば 、 土 留 支 保 工 １ ６ 内 の 空 間 部 に 型 枠 ２ ６ を 組 み 、 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト で コ ン ク リ ー ト  
函 体 ２ ７ を 構 築 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 前 記 型 枠 ２ ６ は 、 コ ン ク リ ー ト 函 体 ２ ７ を 構 築 す る と と も に 埋 め 殺 す 捨 て 型 枠 で あ り 、  
コ ン ク リ ー ト 板 、 ケ イ 酸 カ ル シ ュ ー ム 板 、 石 膏 ボ ー ド な ど が 利 用 で き 、
ま た 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 函 体 用 基 礎 部 ２ ５ を 型 枠 の 一 部 と し て 利 用 で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ が 掘 進 し て 到 達 部 ２ ９ に 到 達 し た な ら ば 、 こ れ を 解 体 し 、 回 収 す  
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
１ … オ ー プ ン シ ー ル ド 機                 １ ｄ … フ ロ ン ト 部
１ ｅ … ミ ド ル 部                         １ ｆ … テ ー ル 部
２ … フ ロ ン ト 部                         ３ … 推 進 ジ ャ ッ キ （ シ ー ル ド ジ ャ ッ キ ）
４ … コ ン ク リ ー ト 函 体                   ５ … テ ー ル 部
６ … 掘 削 機                             ７ … 発 進 坑
８ … 反 力 壁                             ９ … ス ラ イ ド 土 留 板
１ ０ … ス ラ イ ド ジ ャ ッ キ                 １ １ … 刃 口
１ ２ … 推 進 ・ 牽 引 ジ ャ ッ キ               １ ３ … 推 進 ・ 牽 引 ジ ャ ッ キ
１ ４ … 揚 重 機                           １ ５ … 裏 込 注 入 材
１ ６ … 土 留 支 保 工                       １ ７ … 土 留 Ｈ 鋼
１ ８ … 継 ボ ル ト                         １ ９ … 鋼 管 内 ば り
２ ０ … 横 矢 板                           ２ １ … ベ ル ト コ ン ベ ア
２ ２ … ト ロ バ ケ ッ ト                     ２ ２ ａ … ト ロ 台 車 レ ー ル
２ ３ … 砕 石                             ２ ４ … ベ ー ス コ ン ク リ ー ト
２ ５ … コ ン ク リ ー ト 函 体 用 基 礎 部         ２ ６ … 型 枠
２ ７ … コ ン ク リ ー ト 函 体                 ２ ８ … 発 進 部
２ ９ … 到 達 部                           ３ ０ … ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン
３ １ … ダ ン プ ト ラ ッ ク
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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